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　平成20年第３回定例会が、９月８日か
ら10月３日までの26日間の日程で開か
れました。
　この定例会では、補正予算、条例の制定、
平成19年度決算など市長提出議案48件、
議員提出議案９件（意見書６件）を審議
し、討論（賛成＝自由民主党千葉市議会
議員団、新政ちば、公明党千葉市議会議
員団、反対＝民主党千葉市議会議員団、
市民ネットワーク、日本共産党千葉市議
会議員団）が行われ、平成20年度一般会
計補正予算など12件については、賛成多
数により、町の区域及び名称の変更など
36件については、全会一致により、原案
どおり可決・同意・認定しました。一方、
千葉市生活保護受給世帯に対する通塾等
に係る経費の助成に関する条例の制定に
ついては、賛成少数により、否決しました。

　10月25日、26日に開催され、77チームが参加し、中央公園をメイン会場に、よさこい鳴子踊りを
披露しました。勇壮な舞いに、観客からたくさんの歓声や拍手がわき起こっていました。

一般会計予算に28億9,600万円を追加

　補正予算の主なものは次のとおりです。

・モノレールみつわ台駅のエレベータ整備

・小規模保育所などを整備するための補助

制度の創設

・中小企業資金融資の預託金・利子補給　

花見川区、稲毛区に保健福祉センター
を新設

　区役所近隣地にセンターを新築する工事

を行います。（平成22年４月に開所予定）

・花見川区保健福祉センター新築工事

11億8,100万円

・稲毛区保健福祉センター新築工事

11億4,300万円

新港学校給食センターPFI特定事業契約

　新港学校給食センターの建設・維持管

理・事業運営を87億9,900万円に物価変

動による増減額および消費税を加算した額

の範囲内で契約します。（平成22年10月

に供用開始予定）

モノレールの電力管理システムを更新

　電力供給制御などを行うシステムの更新

を千葉都市モノレール㈱に８億6,600万

円で委託します。

可決した主な議案
平成19年度歳入歳出決算を認定

一般会計決算の概要
　平成19年度決算は、歳入面では、市税収入が３年連続で前年度を上回りましたが、地方
譲与税、地方特例交付金が減収となりました。また、歳出面では、投資的経費、公債費や
生活保護費など扶助費が大幅に増加しました。
　この結果、翌年度に繰り越すべき財源を控除した実質収支額は、３億584万円と極めて
少額となっており、引き続き厳しい財政状況となりました。

民生費（25.5％）
907億9,415万円

土木費（19.5％）
695億4,013万円

公債費（13.4％）
476億5,523万円

教育費（13.3％）
473億4,668万円

衛生費（9.8％）
349億8,219万円

総務費（9.0％）
320億5,020万円

商工費（5.0％）
177億2,798万円

その他（1.2％）
44億8,238万円

市税（49.4％）
1,777億8,547万円

市債（19.5％）
700億3,040万円

国庫支出金（10.9％）
391億7,248万円

諸収入（5.8％）
207億4,529万円

地方消費税
交付金（2.6％）
91億7,675万円

使用料及び手数料（2.3％）
82億2,493万円

その他（9.5％）
347億円9,905万円

消防費（3.3％）
117億8,478万円

歳　入
3,599億
3,437万円

歳　出
3,563億
6,372万円
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変　更　前 変更後
蘇我町２丁目の一部 蘇我３丁目
蘇我町２丁目、生実町の一部 蘇我４丁目
蘇我町１丁目、２丁目の一部 蘇我５丁目

町の区域と名称が変わります
　住居表示の整備に伴い、町の区域と名称
が平成21年２月２日から変更となります。

区　　　　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
千葉市の比率 ― ― 19.6 311.6
早期健全化基準 11.25 16.25 25.0 400.0

（注）実質赤字比率および連結実質赤字比率が黒字のため、「−」を記載。

財政健全化比率
　平成19年度決算における健全化判断比率は、早期健全化基準を下回っています。しかし
ながら、実

注１

質公債費比率と将
注２

来負担比率は、比較的高い水準にあります。
（単位：％）

注１　実質公債費比率：標準財政規模に対する1年間で支払った借入金返済額などの割合の過去３か年間の平均値。数値が高いほど、財政の弾力性が低下することを示す。
注２　将来負担比率：標準財政規模に対する将来市が支払う借入金返済額などの割合。数値が高いほど、将来財政を圧迫する可能性が高いことを示す。
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９
月
17
日
︵
自
由
民
主
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
・
民
主
党
千
葉

市
議
会
議
員
団
︶、
18
日
︵
公
明
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
・
日
本

共
産
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶、
19
日 

︵
新
政
ち
ば
︶
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
６
会
派
の
代
表
が
平
成
19

年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

代表
質疑
から

千
葉
駅
西
口
の 

　
　
　

再
開
発
事
業
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
末
の
再
開
発
ビ
ル

︵
Ａ
棟
︶
完
成
を
目
指
し
て
い
る

千
葉
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業
と
メ
イ

ン
道
路
の
千
葉
港
黒
砂
台
線
の
今
後
の

見
通
し
は
。
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21

23

22

23保
育
所
の
待
機
児
童
の

　
　
　
　
　
　

解
消
に
向
け
て

新
た
に
打
ち
出
さ
れ
た
﹁
待
機
児

童
解
消
に
向
け
た
緊
急
３
か
年
整

備
計
画
﹂
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
整
備
を
進
め
、
待
機
児
童
の
解
消
へ

つ
な
げ
る
の
か
。
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30

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

民
間
と
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
市

民
が
必
要
と
す
る
医
療
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

策
定
に
あ
た
っ
て
、
持
続
可
能
な
経
営

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い

る
の
か
。

｢
｣

自
由
民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

財
政
健
全
化
に
向
け
た
道
筋
を

鶴
岡
市
長
が
初
め
て
就
任
し
た
平

成
13
年
度
と
比
較
し
て
、
20
年
度

の
予
算
規
模
は
１
６
２
億
円
の
減
少
、

公
債
費
は
９
９
億
円
の
増
加
、
市
債
残

高
も
１
８
５
４
億
円
増
加
し
、
か
つ
て

な
い
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　

将
来
の
財
政
運
営
に
責
任
を
持
つ
た

め
に
も
、
現
状
の
財
政
実
態
と
健
全
化

目
標
の
各
数
値
・
取
り
組
み
内
容
・
目

標
達
成
年
度
、
健
全
化
が
出
来
た
将
来

の
姿
を
新
た
に
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
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19
20

公
共
事
業
の
再
評
価
に
つ
い
て

５
年
以
上
準
備
・
計
画
段
階
の
公

共
事
業
や
予
算
化
さ
れ
５
年
以
上

た
っ
て
も
、
継
続
中
や
未
着
工
の
公
共

事
業
は
、
必
要
性
・
効
率
性
や
財
政
へ

の
影
響
を
考
え
、
優
先
順
位
を
つ
け
る

た
め
の
再
評
価
を
行
う
ル
ー
ル
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

予
算
編
成
の
見
直
し
に
つ
い
て

予
算
編
成
は
、
各
局
一
律
の
経
費

削
減
を
行
う
枠
配
分
方
式
で
は
な

く
、
全
庁
横
断
的
に
予
算
配
分
を
見
直

し
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ま
た
、
編
成

過
程
の
公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
当

局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
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千
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団
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当初予算

農
業
分
野
へ
の

　
　
　
　

企
業
参
入
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
、
低
い
食
料
自
給
率

な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

国
は
、
構
造
改
革
の
流
れ
で
、
農
業
分

野
へ
の
企
業
参
入
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　

大
分
県
で
は
、
企
業
参
入
を
県
農
政

の
柱
の
一
つ
に
据
え
、
専
従
班
を
設
け
、

沈
滞
す
る
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

助
産
所
に
も

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を

本
市
で
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公

費
負
担
受
診
票
を
利
用
で
き
る
の

は
医
療
機
関
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
自

然
で
家
庭
的
な
お
産
を
求
め
て
、
助
産

所
や
自
宅
出
産
を
希
望
さ
れ
る
方
は
増

え
て
い
る
。

　

助
産
所
で
も
受
診
票
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

千
葉
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
が
、
老
朽
化
し
た

千
葉
駅
の
建
て
替
え
計
画
を
発
表

し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

　

千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
Ｊ
Ｒ
駅
舎

と
の
乗
り
継
ぎ
の
改
善
や
駅
周
辺
の
民

間
施
設
な
ど
も
含
め
た
再
開
発
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
明
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

加
曽
利
谷
津
の
保
護
に
つ
い
て

加
曽
利
町
周
辺
の
谷
津
田
な
ど
縄

文
の
森
計
画
区
域
を
、
開
発
行
為

等
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
制

定
す
る
際
、
開
発
が
で
き
な
い
﹁
除
外

す
る
区
域
﹂
に
な
ぜ
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
谷
津
田
の
指
針
と
条
例
の
整

合
性
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

平
和
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　

語
り
継
ぐ
た
め
に

千
葉
市
で
は
終
戦
の
年
、
空
襲
で

中
心
市
街
地
の
７
割
が
焼
け
野
原

と
な
っ
た
。

　

戦
後
63
年
た
ち
、
当
時
の
体
験
を
、

子
ど
も
た
ち
に
語
り
聞
か
せ
、
遺
品
や

体
験
手
記
な
ど
を
、
手
渡
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

41

あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

拡
充
をあ

ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
て
、
充
実
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
、
関
係
団
体

の
ど
の
よ
う
な
連
携
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
か
。

　

あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や

市
直
営
の
セ
ン
タ
ー
設
置
を
求
め
る
声

が
多
い
が
、
い
か
が
か
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

   政
令
市
中
最
悪
の
将
来
負
担

比
率
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て

将
来
負
担
比
率
の
早
期
健
全
化
基

準
は
４
０
０
％
で
あ
る
が
、
本
市

の
比
率
は
３
１
１
・
６
％
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
17
政
令
市
中
17
番
目
と
極
め
て

高
い
最
悪
の
水
準
で
、
重
大
な
問
題
と

思
う
が
、
当
局
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
。

大
型
公
共
事
業
の
見
直
し
を

蘇
我
特
定
地
区
整
備
︵
３
１
９
億

円
︶、
千
葉
駅
西
口
再
開
発
︵
３

６
５
億
円
︶、
新
港
横
戸
町
線
︵
５
５
２

億
円
︶
で
１
２
３
６
億
円
の
大
型
事
業

を
進
め
て
い
る
。

　

財
政
が
厳
し
い
中
、
大
型
事
業
は
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
事
業
の
あ
り

方
、
事
業
費
を
再
検
討
し
て
、
市
民
に

公
開
し
、
透
明
・
公
正
な
事
業
展
開
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て多

く
の
高
齢
者
が
福
祉
の
受
け
手

で
は
な
く
、
担
い
手
と
し
て
、
長

年
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
地
域
の

中
で
生
か
す
時
代
で
あ
る
。
今
こ
そ
、

行
政
が
支
援
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
性
化
を
図
る
時
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
果

た
し
て
き
た
役
割
と
現
在
の
事
業
実
績
、

行
政
の
関
与
に
つ
い
て
伺
う
。
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11
19

日
本
共
産
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

シルバー人材センターでの作業の様子

生
活
保
護
の
適
正
実
施
を

生
活
保
護
受
給
者
は
、
近
年
大
幅

な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
活
保
護

費
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
今
後
、
景

気
の
悪
化
に
よ
り
受
給
者
が
さ
ら
に
増

加
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
現
行
の
制
度
を

適
正
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
不
正
受
給
の
防
止
対
策
の

取
り
組
み
の
強
化
策
は
。

学
校
の
防
犯
対
策
の
充
実
を

学
校
で
の
子
ど
も
達
の
安
全
確
保

は
、
学
校
関
係
者
や
地
域
、
保
護

者
の
大
き
な
願
い
で
あ
り
、
同
時
に
、

大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

　

昨
年
度
、
不
審
者
の
校
内
侵
入
な
ど

を
防
ぐ
た
め
、
市
内
36
校
に
学
校
防
犯

カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所
の

移
転
問
題
に
つ
い
て

大
賀
ハ
ス
の
﹁
ふ
る
さ
と
﹂
と
い

え
る
緑
地
植
物
実
験
所
の
存
続
を

求
め
る
地
元
住
民
か
ら
の
請
願
を
、
本

年
３
月
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
地

域
に
も
親
し
ま
れ
、
本
市
に
と
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
施
設
が
、
存
続
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
、
請
願
採
択
後
の
地
元
の
状

況
と
本
市
の
対
応
は
。

新
政
ち
ば

東京大学緑地植物実験所（花見川区畑町：７月撮影）

千葉駅西口再開発事業

保全が求められる加曽利谷津

会派等構成　●議員定数　54人　　◆自由民主党千葉市議会議員団　21人　　◆民主党千葉市議会議員団　９人　　◆公明党千葉市議会議員団　８人　　◆市民ネットワーク　６人　　◆日本共産党千葉市議会議員団　６人　　◆新政ちば　３人　　◆無所属　１人　（平成20年10月27日現在）

 一般会計予算と市債残高（決算）の推移

　　　　　　　　　

　９月26日から10月２日まで
19人の議員が、市政に関する
一般質問を行いました。主な質
問項目は次のとおりです。内容
は市議会ホームページの議会中
継（録画放映）をご覧ください。

●都市型水害対策について
●文化財の保存と活用について
●公立病院のあり方について
●無料低額宿泊所について
●廃棄物の処理について
●海辺のバリアフリー化につい

て
●日本語教育の進め方について
●妊婦歯科検診について
●財政状況の公表について
●委託契約のあり方について
●新港横戸町線の交差点改良に

ついて
●ひきこもり対策について
●視覚障害者のガイドヘルパー

の利用について
●動物愛護について
●地震災害から市民の安全を守

ることについて
●住宅地における農薬散布につ

いて
●中高層マンション建設に係る

地域の紛争について
●青少年に関する課題への対応

について
●保育行政の計画について

一 般 質 問
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　９月12日に開かれ、市長提出議案20件、
議員提出議案１件、請願６件、陳情２件を審
査しました。
　その結果、すべての市長提出議案は可決と
なり、議員提出議案は否決となりました。

 常任委員会 

 総務委員会

住民税の還付について

質問
税源移譲による税率変更により、平成19
年度分の市県民税で負担増の影響のみを

受ける方が住民税を還付されることについて、
市民への周知方法や未申告者への対応はどうす
るか。

答弁
還付対象と思われる方に減額申告書を送
付するほか、ポスターやチラシの配布、

ホームページ、自治会などの回覧によって市民
に周知しているが、未申告者も相当数いる。今
後の申告状況を見て対応する。

 保健下水委員会

民間保育園の整備について

質問
福祉の現場に営利を目的とした多くの企
業が参入することに一抹の不安を感じ

る。小規模保育所整備事業で、保育所の設置運
営者に株式会社などが参入することをどう考え
ているか。

答弁
法人を審査する際に、経営状況などが審
査できるよう、外部委員の導入などを検

討している。さらに運営中についても、これま
での監査に加えて、日常的な巡回指導や、財務
面を専門家にチェックしてもらうことなどを検
討している。

 環境建設委員会

磯辺茂呂町線（園生町交差点周辺）の道路整
備について

質問
国道16号からヴィルフォーレ稲毛間の生
活道路は大変狭いため、磯辺茂呂町線整

備事業とは別に先行して、歩行者・自動車の安
全確保のため周辺地域の狭い道路の解消を図る
べきではないか。

答弁
この区間の用地買収が本格的になるのは
かなり先になるが、生活道路と磯辺茂呂

町線が重複している所で、生活道路に面した部
分を買収できた場合は、暫定的に退避所として
先行整備していきたい。

 経済教育委員会

新港学校給食センターの整備について

質問
新港学校給食センターPFI特定事業契約
の選定業者から、地産地消や食育の視点

に関してどのような提案があったのか。

答弁
献立作成や食材の発注に関しては、市の
業務であり、地産地消に関する業者から

の提案はない。食育の視点では、訪問した中学
生などが実際に調理実習ができるような小会議
室の設置の提案があった。

 都市消防委員会

蘇我スポーツ公園について

質問
市の財政が大変厳しい状況で、これだけ
の費用をかけて、早急に整備することが

必要なのか。

答弁
蘇我スポーツ公園は、広域的な防災拠点
として後方支援や災害時の物流基地など

の役目を担っている。またスポーツ振興の拠点
でもある。今後の整備については、市民の意見
を参考にして、整備費の節減を図る。

委員会審査・調査から

新港学校給食センター完成予定図

請
願
・
陳
情
の
結
果

採　

択

▼
「（
仮
称
）
検
見
川
３
丁
目
計
画
新

築
工
事
」
に
よ
る
住
環
境
悪
化
の
防

止
に
関
す
る
請
願

▼
エ
ク
セ
ル
西
千
葉
等
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
時
に
お
け
る
消
防
局
等
関
係
部
局

と
の
事
前
協
議
に
関
す
る
陳
情

不
採
択

▼
「
学
校
適
正
配
置
」（
統
廃
合
）
の

慎
重
審
議
等
を
求
め
る
請
願

▼
こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
に
か
か
る

窓
口
自
己
負
担
金
完
全
無
料
化
に
つ

い
て
の
請
願

▼
こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
に
か
か
る

入
院
医
療
費
の
助
成
拡
充
に
つ
い
て

の
請
願

▼
こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
に
か
か
る

通
院
医
療
費
の
助
成
拡
充
に
つ
い
て

の
請
願　議員提出議案として６件の意見書を審議し、可決しました。可決した意見書は、

国会および関係行政機関に提出しました。ホームページに全文を掲載しています。

●太陽光発電システムのさらなる普及促進を求める意見書
●学校耐震化に関する意見書
●教育予算の大幅な拡充及び高校教育における公私立間格差の軽減を求める意見書
●千葉社会保険病院の公的医療機関としての存続を求める意見書
●乳幼児医療費助成制度を国の制度として創設するよう求める意見書
●北朝鮮による核・ミサイル問題と拉致問題の解決を求める意見書

可 決 し た 意 見 書

お問い合わせは各区役所の課税課へ

決算審査特別委員会
委員長　川岸　俊洋　　副委員長　小梛　輝信

　平成19年度一般会計および特別会計決算議案
を審査するため、９月19日に全議員で構成する
決算審査特別委員会（２分科会）を設置し、計
５日間にわたり審査しました。
　10月２日の決算審査特別委員会では、２分科
会の審査概要について報告が行われた後、６人
の委員が会派を代表して意見表明を行い、採決
の結果、各会計決算を原案どおり認定しました。
　

市長に要望した指摘要望事項

１　財政については、各種財政指標が示すとお
り硬直化の傾向にあることから、市債の発行
を抑制し、さらなる自主財源の確保を図ると
ともに、よりわかりやすい財政状況の公表に
努められたい。

　　なお、市税については、引き続き徴収率の
向上に努められたい。

２　消費者行政については、消費者被害の救済
および未然防止の観点から、市民が相談しや
すい窓口対応に努めるとともに、関係機関と
の連携を強化するなど、さらなる相談体制の
充実を図られたい。

３　景観行政の推進に当たっては、職員の意識
向上を図るとともに、地元住民と十分な協議
を行い、市民の財産となる良好な景観形成に
取り組まれたい。

４　両市立病院については、未収金の縮減に向
けた体制を整備するなど、引き続き経営健全
化に取り組むとともに、医療スタッフの充実
を図り、公立病院として安定した医療供給に
努められたい。

５　雨水については、近年、想定外の局地的豪
雨による災害が発生していることから、浸水
および冠水被害の未然防止に向けた対策を講
じられたい。

６　児童生徒の安全対策については、電子媒体
を活用した緊急連絡体制の整備を検討すると
ともに、地域との連携強化による学校セーフ
ティウォッチ事業の充実を図り、さらなる通
学時の安全確保に努められたい。

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局
調
査
課

☎ 

０
４
３
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２
４
５
）
５
４
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傍聴のご案内
　本会議、常任委員会、特別委員会は原則公開していますので、どなた
でも傍聴できます。第３回定例会では286人の方々が傍聴に訪れました。
　次の第４回定例会は11月27日㈭に開会する予定です。
　受付は、会議開催の30分前から議会棟１階の傍聴受付カウンターで
行います。
　定員は本会議92名、委員会各６名（受付開始時点で定員を超えてい
る場合は抽選）です。詳しくは、議事課（043‐245‐5468）まで。

千葉市議会ホームページのお知らせ
　本市議会のホームページでは、会議日程や会
議結果、議員名簿などを掲載しています。
　また、本会議や予算・決算審査特別委員会の様
子が生中継や録画放映によりご覧になれます。
　お仕事などで市議会を傍聴できない方はこち
らをご覧ください。
ホームぺージアドレス
http://www.city.chiba.jp/shigikai/top.html 
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